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2020 年度第 36 回電気通信普及財団賞  

対象研究論文・著作等募集要項 

 

１ 電気通信普及財団賞の趣旨 

情 報通 信 の普 及、振 興、発 展に貢 献する優 れた情報 通 信に関する研 究論 文・

著 作等（人 文・社 会 科 学 分野 及 び技術 分 野）を、テレコム社会 科 学 賞（人 文 ・社会

科 学分 野）及びテレコムシステム技 術賞（技 術 分野）として表 彰し、その功 績 を顕彰

します。 

また、大 学 の学 部若 しくは大 学院 の修 士課 程 又は博 士 課程 に在 学中 に行った

情 報通 信 の普 及、発 展、振 興に関わる研究 に関する研 究 論文 等を、テレコム社 会

科 学学 生 賞（人 文・社 会科 学 分 野）及びテレコムシステム技 術 学 生賞（技 術 分野）

として表 彰 します。 

２ 電気通信普及財団賞表彰応募の対象 

⑴ 表 彰部 門 及び対 象となる研 究 論 文・著 作 等  

① テレコム社 会 科学 賞  

情 報社 会 の進 展や情 報化が人 間や社 会に与える影 響など、情 報通 信と法

律、経 済、社 会、文 化 等との関 係 等について、人文・社 会 科学 的な観 点から研

究したもので、原則 2019 年(2019.1.1)以 降に出 版された著 作、学 術 誌

(academic journal)に発 表 又は掲 載された研 究 論文 等を対 象とします。 

② テレコムシステム技 術 賞  

情 報社 会 の進 展に貢 献する情 報 通 信技 術 の開 発、応 用 等について技 術 的、

工 学的 観 点から研 究 したもので、原則 2015 年(2015.1.1)以降 に学 術 誌

(academic journal)に発 表 又は掲 載された研 究 論文、出 版された著 作 等、及び

原則 2010 年(2010.1.1)以降 に情 報 通信 に関する国 際 標 準として採 択されたも

の、また、標 準化の方 向付けに貢 献したものを対象とします。 

③ テレコム社 会 科学 学 生 賞  

大 学の学 部 若しくは大 学院（修 士 課程 又 は博 士課 程）に在 学 中の方が、情 報

通 信の普 及、発 展、振 興について人 文・社 会 科学の観 点から在 学 中に行った研

究に関する研 究論 文 等を対 象とします。 

④ テレコムシステム技 術 学 生賞  

大 学の学 部 若しくは大 学院（修 士 課程 又 は博 士課 程）に在 学 中の方が、情 報

通 信の普 及、発 展、振 興について技 術 的、工 学的 観 点から在 学 中に行った研 究

に関する研 究 論文 等を対 象とします。 



⑵応 募の対 象者  

① 研 究論 文・著 作等の著 者の方（著 者及び共 著者の方） 

若 手研 究 者の方の研 究活 動 に着 目するようにしています。 

② テレコム社 会 科学 学 生 賞は、大 学の学部 若しくは大 学 院（修 士 課 程又は博

士 課程）に在 学中の方を対 象とします。（2020 年 3 月 以 降卒 業･修 了者を含

む。） 

③ テレコムシステム技 術 学 生賞は、大 学の学 部 若しくは大 学院（修 士 課程 又 は

博 士課 程）に在 学 中の方を対 象とします。（2020 年 3 月 以 降卒 業･修 了者を

含む。） 

⑶表 彰金 及び件 数  

テレコム社 会 科学 賞 及びテレコムシステム技 術賞 各 々について、 

① 入賞 5 件 以 内（賞 金 各 100 万 円） 

② 奨 励賞 数 件 程度（賞 金各 50 万 円） 

③ きわめて優 れた著作・論 文等 に対して、特 別 賞（1 件 につき 200 万 円）を授与

します。 

テレコム社 会 科学 学 生 賞及びテレコムシステム技 術学 生 賞各々について 

① 入賞 10 件 以 内（賞 金 各 50 万 円 ） 

② 佳作 5 件 以 内（賞 金 各 30 万 円 ） 

③ きわめて優 れた著作・論 文等 に対して、学 生 賞最 優 秀 賞（1 件 につき、80

万 円以 上）を授与します。 

３ 募集期間 

2020 年 9 月 30 日まで 

４ 応募方法 

電 気通 信 普 及財 団 賞に研 究 論 文、著 作 等を応 募される方は、 

⑴ 該 当する下 記の応募 用 紙に必 要 事項を記 入いただき、 

① 記 入済の PDF 版の応 募 用紙を専 用ページから送 信し、受 付番 号を受 領のう

え、 

② 記 入済の応 募用 紙を印 刷し、その他の必 要 書類とともに、応 募 する研究 論

文、著 作 等 を電気 通 信 普 及財 団 賞 事務 局 宛に郵 送 して下さい。 

＜応 募用 紙＞ 

・テレコム社 会 科学 賞      ・テレコムシステム技 術賞   

・テレコム社 会 科学 学 生 賞   ・テレコムシステム技 術 学 生賞  

＜その他の必 要書 類 ＞ 

• 本 文要 旨（800字 以 内 ） ※必 須（書 式は任 意） 



・応募 作 品 （著作/論 文） ２部  

• 推 薦書 ※テレコムシステム技 術 学 生賞のみ必 須（書 式あり） 

推 薦者の了 解がとれている場 合 は、押印を省 略することを可とします。

押 印省 略 の場 合、財 団 事務 局より推薦 者に連 絡し、推 薦 意思を確 認

します。 

• 応 募者の既 発表 論 文リスト ※テレコムシステム技 術 学 生賞のみ必 須  

• 採 録通 知（掲 載予 定 の論 文のみ。書籍は締 切 日迄 に出 版されているも

のを対象とする） 

【送付 先】 

〒103-0013 東京 都 中 央区 中 央 人形 町 二 郵便 局 留  

電 気通 信 普 及財 団 賞 事務 局 受 付番 号 XX-XXX 

 

（参考） 

2020 年 度 第 36 回 電 気 通信 普 及 財団 賞  

https://www.taf.or. jp/award/2020-36th-application.html 

 

⑵ テレコムシステム技 術 賞及びテレコムシステム技 術学 生 賞に研 究 論文を応

募される方 は、⑴の応募 用紙 及 び研究 論 文を郵 送の上、 

③ 電 気通 信 普 及財 団 ホームページの電 子 申 請 システムへの登 録 （web 申 請

システムによるマイページ取 得、応 募研 究 論 文ファイルのアップロード）を行

っていただくようお願い致します。 

５ 選考結果 

2021 年 3 月に受 賞 者の方に通 知し、当 財 団のホームページ等 に掲 載します。 

６ その他 

⑴ 受 賞者の方に、当 財 団のホームページ等への掲 載のために情報 提 供をお願

いすることがあります。 

⑵ 応 募に関しに記 載された個人 情 報については、法令 及 び当財 団の内 部規 定

に従い、適 切に取り扱 います。 

⑶ 受 賞者の方の氏名、研 究論 文、著 作等の名 称、賞 金 額について一 般に公 開し

ます。また、これらの受 賞に関する情 報を公 益 財 団法 人 助 成団 体 センターに提

供します。 

⑷ 応 募書 類 及び研 究 論 文、著 作 等は返却 しません。 

 

【お問い合わせ】 

電 気通 信 普 及財 団 賞 事務 局（土 日祝は休 業となります） 



電 話：03-3663-8024（受 付時 間：平 日10:00〜17:00） 

お問 い合 わせフォーム：https://www.taf.or.jp/contact/ 

e-mail：tafcontact(at)icr.co.jp 

 

電 気 通 信 普 及 財 団 賞 の事 務 局 運 営 に係 わる業 務 は、公 益 財 団 法 人 電 気 通 信 普 及 財 団 が

株 式 会 社 情 報 通 信 総 合 研 究 所 に委 託 しております。 

 


